
２０２３年１月 

在ニカラグア日本大使館 

ニカラグア定期報告（２０２３年１月） 

【要旨】 

外交面では、２４日、モンカダ外相は、アルゼンチンで開催されたＣＥＬＡＣ首脳会合

に出席し、植民地主義や帝国主義に反対し米州の団結を呼びかける旨演説した。経済面で

は、ニカラグア中央銀行（ＢＣＮ）及び国際金融機関による２０２３年のニカラグア経済

成長予想（２％～４％）が発表された。 

 

【主な出来事】 

１ 内政 

（１）国際空港管理会社に関する法律の改定 

 １２日、ニカラグア国会は、国際空港管理会社（ＥＡＡＩ）に関する法律第１２９２条

の改正を承認した。これにより、ＥＡＡＩは、国内空港も管轄することになり、１８日、

政府は新しい総支配人にイバン・エスコバル元警視総監、副支配人にマルビン・パディー

ジャ元陸軍大佐を任命した。 

 

（２）暗視双眼鏡の持込禁止 

 ２５日、関税局（ＤＧＡ）は、軍用品管理等に関する特別法第５１０条に基づき、ニカ

ラグア入国時に暗視双眼鏡を持ち込むことを禁止する旨発表した。また、同時に、旅行者

に、カメラ等の国内への持ち込みを制限する措置も発表したが、２７日、同措置は撤回さ

れた。 

 

（３）新型コロナウイルス感染症 

ア ３０日、保健省（ＭＩＮＳＡ）は同日時点の国内感染状況について２３日から３０日

までの週間レポートを以下のとおり発表した（括弧内は前回数値）。 

・新規感染者数：３１名（４７名） 

・累計感染者数：１５，５９２名（１５，５６９名） 

・新規死亡者数：０名（０名） 

・累計死亡者数：２４８名 

・累計治癒者数：１５，３０８名（１５，２２７名） 

イ ２５日、ニカラグア政府は、ハンガリーから供与されたファイザー社製ワクチン３０

４，２００回分を受け取った。 

 

２ 外交  

（１）中国 
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ア 昨年１２月２９日、ニカラグア政府は中国との投資、貿易、文化交流及び観光、文

化、起業家精神、イノベーション、クリエイティブエコノミー関連分野の活性化を促進す

るための共同プログラム開発に関する覚書に調印した。 

イ ３１日、中国政府は、５つのニカラグア学生交響楽団に対する楽器供与のうち３回目

の供与をヒノテガ県で行った。 

 

（２）米国による新たな不法移民対策措置 

 ５日、米国政府は、中南米からアメリカ南部国境に殺到している不法移民の取締りを強

化する新たな措置を発表した。一方で、ニカラグア、キューバ、ハイチ、ベネズエラの４

カ国からの移民希望者を条件付きで毎月３万人受け入れることを明らかにした。 

 

（３）インド主催「グローバル・サウスの声サミット」出席 

 １２日及び１３日、イバン・アコスタ財務・公債大臣及びオビディオ・レジェス・ニカ

ラグア中央銀行（ＢＣＮ）総裁は、インドが主催したアフリカ、アジア、ラテンアメリカ

などから６６カ国が出席する「グローバル・サウスの声サミット(Voice of Global South 

summit)」にオンラインで出席した。 

 

（４）モンカダ外相のラテンアメリカ・カリブ諸国共同体（ＣＥＬＡＣ）首脳会合出席 

 ２４日、モンカダ外相は、アルゼンチンで開催されたＣＥＬＡＣ首脳会合に、オルテガ

大統領に代わって出席し、植民地主義や帝国主義に反対し米州の団結を呼びかける旨演説

した。 

 

３ 経済 

（１）港湾活動の活発化 

 ４日、ビルヒリオ・シルバ国家湾岸公社（ＥＰＮ）総裁は、２０２２年のニカラグア国

内の湾岸活動における収益が、昨年を上回る１９億５，２００万コルドバ（５，２００万

米ドル）であったと発表した。また、同年に港湾を利用した旅行者は、昨年比９％増の２

４０万人であったと発表した。 

 

（２）２０２３年の経済成長見通し（ニカラグア中央銀行（ＢＣＮ）他） 

ア １０日、レジェスＢＣＮ総裁は、２０２３年の経済成長率について「最低でも３％、

最高で４％」との見通しを示した。 

イ 一方で、１０日、世界銀行（ＷＢ）は同成長率を２．０％、国連ラテンアメリカ・カ

リブ経済委員会（ＥＣＬＡＣ）は２．１％であると予測した。 

 

（３）公務員の給与額上昇 



２０２３年１月 

在ニカラグア日本大使館 

 ２０日、ムリージョ副大統領は、物価高騰の影響を考慮し、２月から公共セクターに従

事する公務員の月給を５％アップ（平均６４４コルドバ：約１７米ドル）すると発表し

た。 

 

（４）ユナイテッド航空の運航再開 

 ４日、新型コロナウイルス・パンデミック以来運航を停止していた、ユナイテッド航空

によるマナグア～ヒューストン便が再開した。これをもって、パンデミック前に就航して

いた米系航空会社３社（残りは、アメリカン、スプリット）が全て運航を再開したことに

なった。 

 

＜主要経済指標＞ 

  
2020 年 

11 月 

2021 年 

11 月 

2022 年 

10 月  11 月 12 月 

年間累計インフレ率  1.61% 5.72% 9.08% 9.83% 11.59％ 

貿易収支（百万ドル） ▲195.3 ▲263.4 ▲355.5 ▲404.3 未発表 

輸出 FOB（百万ドル） 189.3 277.8 276.5 245.2 未発表 

輸入 FOB（百万ドル） 384.6 541.3 612.1 649.6 未発表 

海外送金受取額 （百万ドル） 189.3 165.5 319.9 309.5 337.1 

外貨準備高（百万ドル/期末） 3,211.9 4,000.6 4,203.2 4,255.0 4,404.4 

（出典：ニカラグア中央銀行、インフレ率のみ開発情報庁（INIDE）） 


